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「農村からの証言」の
脱脂粉乳の写真に共感
　「農村からの証言」の捨てられた脱脂
粉乳で白く濁った学校裏の排水溝の写真
に共感。小1の給食の洗礼は強烈、脱脂
粉乳の酷さはピカイチで、一気に流し込
んだ。傷んでいた横浜港の荷揚げ品が混
入していたのかもと今になって納得。二
つ目は、女性リレートークが開始、好評
の座談会をこう繋いだか。三つ目は、土
地改良切り語り「和の稔り」、被災地を
歩く、現場代理人レポートの3部作は、
ふむふむと考えを巡らせて読みました。
　内容も身近で親しみ易さが随所に現
れ、三巻続いて期待以上、こりゃ本物だ
と感心しました。

（埼玉県、50代男性、国家公務員）

読みやすい誌面構成
　かつての会誌は読まなかったが、昨年
来グッと目を引く読みやすい構成で、内
容も面白くなった。編集陣の気合いを感
じる。土地改良289号で特に興味深かっ
たものは、①谷本正憲石川県知事に聞く、
②農村からの証言、③改正品確法の趣旨
徹底に向けて、④向津具半島－千を超え
るため池群、⑤次世代の育成、事業の継
承 （山口県、50代男性、地方公務員）

子どもたちの現場見学会に感動
　「現場代理人レポート」の九頭竜川下
流農業水利事業で、子どもたちに現場見
学会を開催された話がたいへんうれしく
感じられました。私自身も現場の見学を
させていただいたときに、何より、この
地の明日を担う地元の子どもたちが大き
な工事の現場を見るべきだと痛感してい
ましたので、記事もすぐに目にとまりま
した。
　しかも、現場の方々がヒーローのよう
に、ものすごくかっこよく見えますから、

子どもたちは自分の将来の仕事としても
考えてくれそうですね。より積極的に開
催し、よりアピールしてほしいと願って
います。 （山口県、女性）

「農村からの証言」に衝撃
　農村からの証言には衝撃を受けまし
た。プロの撮る写真の迫力，被写体を選
ぶ目，選ばれた題材が物語る日本の戦後
の農政の様々な問題。非常に印象深い写
真とその物語を引き出す対談の内容に引
き込まれて一気に読みました。このよう
な骨太の記事を今後も期待します。
　連載としては土地改良切り語りと閑話
休題に期待しています。どちらも少し難
しそうな書き出しなのに，最後はテーマ
がすっと頭に入ってしまう論理的で読み
やすい文章に引かれて愛読しています。

（東京都、50代女性、地方公務員）

「閑話休題」に気が引き締まる
　「改正品確法の趣旨徹底に向けて」で
は、調査、計画段階での不備が工事に与
える悪影響について関東、九州管内で挙
がった声が紹介されており、「閑話休題」
でも事前調査の甘さによるコスト増につ
いて、とても軽快に語られていました。
　今号は、コンサルタント会社の人間と
しての責務を再確認し、気が引き締まる
思いになりました。 （京都府、男性）

タイムリーな内容に感心
　興味深かったものは、谷本石川県知事
に聞く、農村からの証言、国営事業地区
探訪と学生ルポ。毎回有名人が語る「私
からみた土地改良」であるが、北陸新幹
線開業のタイミングでの谷本知事の登場
はタイムリー。知事が自らの言葉で語る
石川県政の中に、しっかりと土地改良の
役割が刻まれている。
　この他、写真家英伸三氏の「農村から
の証言」は、ややもすると改革を競う風
潮の昨今の政治・農政に、ズシリと重み
のある警鐘を鳴らすよう。次回にも期待。

（茨城県、50代男性、団体職員）

本誌「土地改良」へのご意見、ご感想をお待ちしております。
　官製はがき又はメールにて、本号の記事の中で面白かったもの、興味深かったものを
5点以内で順に表題名をお書きいただくとともに、ご意見、ご感想を200字程度でおま
とめ下さい。また、住所、氏名、性別、年齢、職業、勤務先、電話番号をお書き下さい
（掲載の際には、都道府県名、性別、年齢、職業までを表記させていただきます）。
　ご感想等を掲載させていただいた方に
は、毎回もれなく全国各地の名品を贈ら
せていただきます。次回掲載分について
は、「鹿児島の唐芋レアケーキ」をご用
意しております。（8月31日締切）
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協会会員企業の関係記事 閑 話 題休

　日経平均株価が 4月に15年ぶりに 2万円台を回復し、
その後も堅調に推移している。それで浮かれて「バブ
ルへGO！！」というわけではない。この表題から、「タ
イムマシンはドラム式」というサブタイトルがついた
広末涼子主演の映画と気づいた人は、かなりの映画好
きだ。
　阿部寛扮する財務官僚がバブル崩壊以降多額の借金
を抱える日本経済を救おうと、その原因は平成 2年 3
月に大蔵省が実施した不動産融資総量規制にあると考
え、洗濯機型タイムマシンを偶然発明した恋人をその
時代に送ってそれを阻止しようとするストーリーで、
良くできたコメディなのだが、当時その渦中にあった
者にとっては笑ってばかりもいられない内容となって
いる。
　ところで、バブルという表現は崩壊してから使われ
るようになったと思われているが、事実は異なる。昭
和60年のプラザ合意とその後の金融緩和策により東京
の地価は急激に上昇し始める。当時、地価調査やその
対策を担当していた国土庁は、急激な地価上昇が様々
な弊害をもたらしていることを指摘され、その時に現
在の地価上昇はビールの泡（バブル）のようなものだ
と説明している。つまり、ビールを勢いよく注ぐと泡
の部分が大きくなるように、土地取引が集中すること
により、その土地が本来持つ価値（収益還元価格など）
以上の価格で取引されるが、やがてビールの泡は消え
て注いだ量（実態）に見合う体積となるように、土地
の取引価格も適正な価格に収れんするという比喩であ
る。
　しかし、その後も地価は上昇し、昭和62年には東京
の公示地価が平均で前年の 2倍となる。地上げ屋など
と結びついた悪質な不動産業者やそれに融資する金融
業界などを規制する必要があったが、いずれの監督権
限も国土庁にはない。唯一、国土利用計画法の中に規
制区域を指定して、地価凍結を行うという手段がある
のだが、経済活動への影響を考えると劇薬ゆえ適用し
たことは一度もなく、「抜かずの宝刀」とか「抜けず
の宝刀」とか揶揄されていた。
　その後、監視区域制度などを設けて適正な取引価格
に向けた行政指導も行うが、効果は限定的であったた
め、国土庁は土地転がしの実態調査を集中的に行う。

千代田、中央、港の都心 3区に絞って地上げが行われ
ているところを現地調査し、地図に落として登記簿を
収集。短期間に売買が繰り返されている土地に抵当権
を設定している金融機関をリストアップした。当時の
銀行協会会長は、都市銀行に限って土地転がしなどに
融資することはあり得ないと明言していたが、そのリ
ストには大手都市銀行が名を連ねる結果となった。
　国土庁から調査結果を示された大蔵省銀行局は驚き
を隠せず、その分対応は素早かった。しばらくして、
朝日新聞 1面に「証拠突きつけ指導、大蔵省と国土庁
がスクラム」という記事が載る。都市銀行の幹部が大
蔵省に次々と呼ばれて土地転がしに融資している実態
を指摘され、厳しく指導を受けたという内容である。
　これが昭和62年 7 月。しかし、土地転がしか否か、
融資の段階で個別に土地の取得目的を事前チェックす
ることには限界があったということだろう、この 2年
8か月後に総量規制が実施される。銀行は不動産取引
について、リスクを取って評価価格の 7 ～ 8割程度
の融資額に留めるのが通常であるが、当時は金融緩和
の中で地価上昇を見込んで10割以上の融資をしていた。
そういう中で不動産融資の総量が絞られたので、高値
売却を目論んだ物件の買い手は現れず、歯車は一挙に
逆回転を始めたのである。ある意味、総量規制は規制
区域の指定による地価凍結に準ずるような結果をもた
らしたと言える。
　映画では、総量規制をストップさせることに成功し、
その後も日本経済は順調に発展し、レインボーブリッ
ジが 2本並んで架かっているバブリーな光景のエン
ディングとなっている。映画と違って現実の泡はやが
て消えるのであるから、結果を見て言えば、東京の地
価が 1年で 2倍となり、誰もが異常だ（企業が本業を
忘れて財テクに走り、土地が投機対象となっている）
と感じた昭和62年の段階で公定歩合の引き上げや不動
産融資の規制措置に踏み切っていれば、その後の後遺
症もずっと軽かったはずである。
　さて、株価 2万円台回復は、現在の経済環境からし
て適正と評価する者が多いようであるが、東京オリン
ピック、リニア新幹線などといって平成元年の 3万 8
千円台をもう一度と囃し立てる向きには注意が必要な
ことは言うまでもない。

バブルへGO！！
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